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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第4回昇格試験について

日程：2/23(火)～2/25(木)　　　場所：メンタルケア病棟3階会議室

時間：17:30～18:30　　　試験対象：中級及び上級試験受験資格者

・第8回院内研修について
日時：2/24(水)　17:15～17:45　　　場所：メモリアルホールメンタルケア病棟4階
テーマ：インフルエンザ、冬場の感染症に関して　　　講師：松山　浩幸氏
・庶務より

毎月、職員駐車場の巡視を行い、年度内で合計３回の違反に対する措置について 
①１週間のマイカー出勤停止。②マイカー出勤停止期間中分の交通費は支給しない。
となります。
・インフルエンザの予防と施設内の換気・湿度対策に努めていくこと。
＜利用者様情報＞

・土佐　将志様～来所しすぐに、今朝買い物した時に苛々したことがあったと声高に訴えている。状況を確認すると、入店時に挨拶もなく、購入した煙草を無造作に置かれたとの事。不満を傾聴することで落ち着くことが出来ている。また、本日3:50に目が覚め、朝起床出来ないことが心配である為、その後は眠らなかった、その為テンションが高いと話している。発散できる活動を行っていくようアドバイスしている。

・佐藤ミツ子様～青風荘より情報提供ある。20：30血圧175/107㎜Hg、再検164/108㎜Hgと高値で経過。体調は、普段と変わらないが、鼻水は出ると話している。今朝、8：00血圧136/85㎜Hgと情報提供ある。デイナイトケアでは不調の訴えは聞かれていない。今後も様子観察していく。

・大下　良悦様～青風荘より情報提供ある。帰荘後から鼻声があり、体調については「鼻声以外はなんともありません」と話している。今朝は鼻声の症状が強くなっており、8：00体温36.0℃、血圧107/63㎜Hgであると情報提供ある。デイナイトケア来所時の体温36.8℃。マスクをして、祝日プログラムに参加しており、不調の訴えは聞かれていない。今後も様子観察していく。

・村上　元道様～うみねこ幸房より情報提供ある。2/8職員とのトラブルがあったとの事。朝「来るんじゃなかった」「休めばよかった」「帰りたい」と繰り返していた為、幸房スタッフが「じゃあ帰れば」と話したとの事。午前中の作業を終了し昼食後すぐに帰宅、翌朝2/9電話で「幸房を辞める」と話し、2/10は電話にも出ない状態となっている。作業意欲にムラがあり、意欲が減退し怠業が目立つ時期があり、昨年11月頃より怠業が見られ始め、1月から特に酷くなっており、指導を継続していたが改善する様子ないとの事。職員とのトラブル後、数回にわたり本人に電話をしているが、何度コールしても電話に出てない状況であり、引き続き様子観察を継続していくとの情報提供がある。
＜外来情報＞

・土佐　将志様～青山荘スタッフとのやりとりにて情緒不安定になっていると訴えがある。今後、青山荘にいる時間を減らし、デイケアにいる時間を増やす事検討している。引き続き生活場所について探していく。苛々する事があると訴えあり、頓服薬が処方となっている。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（小林　満様）

実施日：H28年2月11日（木）13：30～14：00
担当チーム：慶長・川井・馬場

参加者：慶長・會津・戸賀沢・佐々木・油津・藤田・馬場

検討内容　目標計画の立案

	氏名
	小林　満　様
	性別
	男
	年齢
	35
	生年月日
	S55.9.28

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	断酒の継続

	本人希望
	断酒を継続し、後々は就労をしたい。

	入院歴
	計7回（最終：H27年9月22日～H28年1月22日）

	通所歴
	2回目

· 今回：H28年1月25日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	なし

	住居：実家
	家族構成：母、兄、妹と同居

	利用制度
	なし
	
	自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①断酒を継続する。
	①断酒できる環境作りを行う事が出来る。
	①休まず来所し、休日は用事を作り、飲酒せずに過ごす。


	①来所日には必ず来所する。飲酒欲求あった際には職員に相談する。必要あれば休日の過ごし方について職員と一緒に対処法を考える。

	②生活リズムを整え、就労に備える。
	②規則正しい生活を出来る。
	②週3回以上目標時間までに来所する。
	②目標時間までに来所する。出来なかった時には職員と振り返りを行い、対処法を一緒に考える。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①休まず来所し、休日は用事を作り、飲酒せずに過ごす。
	・休まず来所しており、プログラムも拒否なく参加している。休日はDVD等を見て過ごしていると話している。

・現在、断酒は継続できている様子。
	引き続き休まず来所し、必要な際には相談やアドバイスを行っていく事とする。飲酒状況について本人から確認し、再飲酒があった際には振り返りをし、断酒が継続できるようよう促していく。

	②週3回以上目標時間までに来所する。
	目標の時間に間に合わないことが多い。理由として夜遅くまで起きており、朝早く起きる事が出来ないと話している。目覚まし時計の使用を勧めるが、実践することはない。
	朝早く起きる事が出来ない為、来所時間ではなく、起床時間を目標に設定していく事とする。明確な時間は今後本人と話し合い決めていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①断酒を継続する。
	①断酒できる環境作りを行う事が出来る。
	①休まず来所し、休日は用事を作り、飲酒せずに過ごす。
	①来所日には必ず来所する。飲酒欲求あった際には職員に相談する。必要あれば休日の過ごし方について職員と一緒に対処法を考える。職員は飲酒状況を確認する。再飲酒の際には、状況を職員と一緒に振り返りをし、対策を考える。

	②生活リズムを整え、就労に備える。
	②規則正しい生活を出来る。
	②週3回以上目標時間までに起床する。
	②目標時間までに起床する。出来なかった時には職員と振り返りを行い、対処法を一緒に考える。


